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平成22年度(2010)　授業コード:G14A01106
倫理６
火５　望月由紀先生
キーワード：　法哲学　自然法　トマス・ホッブズ　法実証主義　正しさ　正義
  ←実際に利用した資料にはチェックをしましょう。
Web  授業のテーマに関連したデータベースやサイトです。
 Japan Knowledge ジャパンナレッジ　【学内限定】
→ 「日本大百科全書」「現代用語の基礎知識」などいくつもの辞典をまとめて検索できるデータベースです。日本大百科全書
の「自然法」に思想の変遷が書かれています。
図書  本には、テーマに関連する内容がまとめられています。授業のテーマをつかむにはまずはここから始めましょう。
法哲学,自然法学に関する図書は、分類番号が「321.1」の書棚にありますので、直接その場所に行って、どのような本がある
のか手にとってみましょう。
★のついている図書は、授業期間中（4月～8月）は本館1階 授業資料ナビコーナーにあります。
■正しいこと について考えてみる
 『法と正義の経済学』 竹内靖雄 新潮社 2002
→ 社会が犯罪を抑制し、正義を維持していくことについて、経済学の観点から考察しています。第1章「正義とは何か」に始ま
り、「人権と責任の経済学」「犯罪抑止の経済学」「生命倫理と新しいルール」などテーマは様々です。
★【本館閲覧室3階 321.1/HOU】
 『なぜ悪いことをしてはいけないのか？－Why be moral?』 大庭健,安彦一恵,永井均 ナカニシヤ出版
2000
→ 3人の著者が「悪いことをしてはいけないこと」「道徳的であること」について、それぞれの立場で論じています。参考文献は
著者それぞれの説明付きで、道徳について考えるきっかけとなるような文学作品も挙げられています。
★【本館閲覧室2階 150.4/NAZ】
 『倫理とは何か 猫のアインジヒトの挑戦』 永井均 産業図書 2003
→ 2人の学生と先生、猫による対話と、先生の講義という形式で、「正しさ」を中心に倫理学の思想史をたどります。
★【本館閲覧室2階 150/RIN】
 『正義の感覚・理論・実現―法律は正義を実現しているか』 ホセ・ヨンパルト 成文堂 2006
→ 人間が持つ正義の感覚を、理論では説明しきれないものと捉えた上で、その実現について考えています。第１部の「正義感
覚から生まれた格言の知恵」が興味深い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★【本館閲覧室3階 321.1/SEI】
 『責任という虚構』 小坂井敏晶 東京大学出版会 2008
→ 実は人間の行為は環境によって多くを決定されている、という事例を提示することにより、人間の行為の責任を支えている
自由意思に再考を迫っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★【本館閲覧室2階 151.2/SEK】
■カントの啓蒙思想を学ぼう
 『永遠平和のために／啓蒙とは何か 他3編』（光文社古典新訳文庫） カント[著] 中山元訳 光文社 2006
→ 哲学思想は原典を読むことが大事です。カントが「啓蒙」という言葉で世界市民として考える立場を提示した本書を、軽快な
翻訳で読んでみてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★【本館閲覧室4階小型 134.2/EIE】
 『カントを読む : ポストモダニズム以降の批判哲学』（岩波セミナーブックス87） 牧野英二 岩波書店 2003
→ カント思想をきちんと読み、かつ他の思想家への展開まできちんと解説した講義録です。特に「第2講カントの「啓蒙」の再
評価をめぐって」は、「啓蒙とは何か」の解説と展開になっています。　　　　　　　　　　　　　　　★【本館閲覧室2階 134.2/KAN】
 『倫理21』 柄谷行人 平凡社 2000
→ カントの倫理哲学を踏まえて、自己責任や企業倫理など現代的な問題を取り上げています。理性の公的使用・私的使用に
ついての明快な解説も必読です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★【本館閲覧室4階小型 914.6/RIN】
■価値相対主義について
 『相対主義の極北』 入不二基義 春秋社 2001
→ 相対主義とは何かをとことん考え抜いた本です。相対主義には限界があるのか、それともあらゆる価値は相対的であると
いえるのか、是非読んで答えを探してみてください。巻末の註には参考文献の紹介だけでなく 本文の理解を深めるための詳
しい説明も記載されています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★【本館閲覧室2階 104/SOU】
 『生物世界から見た世界』（岩波文庫 青943-1） ユクスキュル, クリサート著, 日高敏隆, 羽田節子訳 岩波
書店 2005
★【本館閲覧室4階小型 481.78/SEI】
 『生物世界から見た世界』（新装版） ユクスキュル著, 日高敏隆, 野田保之訳 新思索社 1995
★【本館閲覧室3階 480/U22】
→ 人間以外の生物はどの様に世界を価値付け、認識しているのか、非常に分かりやすく書かれています。同じ部屋でもニン
ゲンとイヌとハエは違った認識をしていることが分かると、自分の認識世界が格段に広がります。「動物と人間の環境世界へ
の散歩」の翻訳。新思索社版ではユクスキュルの「意味の理論」も収録されています。興味を持った方は，ぜひこちらも。
この授業は終了しました。
■現代における法と正義に関する議論を知るには
 『二十世紀の法思想』 中山竜一著 岩波書店 2000
→ ハートの言語哲学適法理論を中心に、法と正義に関する20世紀の法思想がまとめられています。
★【本館閲覧室3階 321.2/20S】
 『法』 守中高明 岩波書店 2005
→ デリダやベンヤミンを引用しながら、法の正しさに関する現代的思考を展開しています。正しさについて解説するのではな
く、法的思考の実践に読者を導く一冊。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★【本館閲覧室2階 321.1/HOU】
■「正義の戦争」について考えてみる
 『「正しい戦争」という思想』 山内進編 勁草書房 2006
→ 歴史的・宗教的・現代思想的論点のそれぞれから「正しい戦争はあるのか、正しい戦争とは何か」を論じています。興味の
ある章から読んでも良いでしょう。一橋大学21世紀COEの研究成果。　　　　　　　　　　　　　　　★【本館閲覧室3階 391.1/TAD】
 『違法の戦争、合法の戦争 国際法ではどう考えるか？』 筒井若水 朝日新聞社 2005
→ 国際法、国際社会の立場からとらえた戦争 について論じられています。年表形式の索引があるので、体系的な理解を深め
ることもできます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★【本館閲覧室3階 329.6/IHO】
 『マルチチュード：「帝国」時代の戦争と民主主義（上・下）』 アントニオ・ネグリ,マイケル・ハート著 幾島幸
子訳 日本放送出版協会 2005
→ 民主的なグローバル社会の可能性についての論考。上巻第一部の戦争についての分析に、「正戦」という概念が登場しま
す(P.48～)。（NHKブックス）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★【本館閲覧室3階 311.7/MAR】
■自然法についてじっくり勉強するなら
自然法についての簡単な入門書はないため、まずは法学の入門書などの該当箇所を参考にしてください。
 『実定法に内在する自然法』 ホセ・ヨンパルト 有斐閣 1979
→ 第一部で自然法を一般理論によって解説し、第二部では自然法とさまざまな問題との関わりを書いています。
★【本館閲覧室3階 321.1/L792】
 『自由社会の自然法論』 葛生栄次郎 法律文化社 1998
→ 自由社会における自然法の可能性について、自然法を実践の知として捉えることで自由社会と両立するものとして論じて
いる。序論に各章の概要が書かれているので、全体を把握してから読み進めることができます。
★【本館閲覧室3階 321.1/JIY】
■法哲学についての入門書
 『法哲学』 平野仁彦ほか著 有斐閣 2002
→ 法哲学の概説書。巻末に各章に関する参考文献を多数掲載。　　　　　　　　　　　　　　　　　★【本館閲覧室3階 321.1/HOU】
 『ブリッジブック法哲学』 長谷川晃,角田猛之編 信山社出版 2004
→ 法律学、法哲学の入門書。各章毎にステップアップのための図書を紹介。　　　　　　　　　★【本館閲覧室3階 321.1/BUR】
 『法哲学入門』 三島淑臣編 成文堂 2002
→ 法哲学一般について体系的に説明されており、各章ごとに基本文献案内がついてます。　★【本館閲覧室3階 321.1/HOU】
論文  関連する論文を読むとそのテーマについて詳しい情報や最近のものを読めば最新情報が得られます。
 ホセ・ヨンパルト「自然法(論)の神聖化と世俗化　－その歴史に関する理性と信仰の役割－」『法の理論
22』 179-215, 成文堂, 2003
→ 『法の理論22』の第8章です。　近代西欧におけるキリスト教的自然法がどのように人民の法へと移行していったかについ
て、簡潔にまとめています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【本館閲覧室3階 321.1/H85】
 望月由紀「ホッブズにおける二つの自然－自然法と自然権」『千葉大学社会文化科学研究』 12号,
38-51, 2006
→ 授業担当教員の著作です。　人文社会科学研究科のページで読むことができます（⇒PDF）　　　【本館雑誌閲覧室 04チ】
身近な倫理について考える
 『現代社会の倫理を考える』 加藤尚武・立花隆監修 丸善 2002-(順次刊行中)
→ 各巻は『○○の倫理学』というタイトルになっており、技術、 生命と医療、 経済、 マスコミなど様々な分野の倫理ついて、具
体的な問題に基づいて考えます。それぞれの分野に配架されていますので、蔵書検索で確認してください。
My Book List & Keywords 自分で見つけた図書や、実際に使った検索キーワードなどをメモしましょう。
授業資料ナビゲータ(PathFinder)入口 (http://www.ll.chiba-u.ac.jp/pathfinder/)
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